
まえがき＝自動車業界では，燃費向上を目的としたエン
ジン開発，車体軽量化などの技術開発が進展している。
この動向が，重要製造工程であるアーク溶接にも影響を
及ぼしている。車体軽量化にて埾では 屋 絶銅。春Ｏ介 こし子は ¡化 。こ術開発 。春している蘭 程は“ としし叩撚懲絶ジ上で可⁴佐。
軽 化首い 停





スパッタ及びヒューム発生量の低減効果が得られる。ま
た，図 4





溶接法（Metal Inert Gas Arc Welding）が溶接ロボット
に組合わされ，一般的に採用される傾向にある。当社の
ミグ溶接用ワイヤの種類と成分例を表 5に示す。
　アルミニウム合金のミグ溶接ワイヤは鋼溶接ワイヤよ
りワイヤ抗張力が低いため，座屈変形を起こしやすく，
送給性が劣る傾向にある。また，送給ローラあるいはコ
ンジットライナの機械的接触によって削り粉が生じやす
い。アルミ粉が送給系内に堆積すると送給抵抗の増大，
通電チップ /ワイヤ間での融着現象の原因となる。当社
では，このようなアルミニウム合金ミグ溶接ワイヤに特
有な短所を，製造技術の改良により大幅に改善している。
図 8に改善前後の送給性を，図 9にアルミニウム粉発生

量の比較を示す。また，ロボット溶接で必要とされる大
容量パック形態は，送給性や通電安定性確保の点で技術
的に難易度が高かったが，当社では他社に先駆けてアル
ミニウム合金ミグワイヤの大容量パック製品を開発，上
市した（写真 3）。ワイヤ交換頻度が低減し，効率化に寄
与している。

むすび＝自動車向けのマグ・ミグ溶接ワイヤとして，①
軟鋼用高性能銅めっき無しマグソリッドワイヤ，②高張
力鋼溶接用マグソリッドワイヤ，③アルミニウム合金溶
接用ミグ溶接ワイヤの動向と特性などについて述べた。
そのほか当社では，エキゾーストマニホールドやマフラ
といった排気系に使用されるステンレス用ミグ溶接ワイ
ヤもラインナップしている。当社は，溶接材料のトップ
メーカとして自動車に使用される多くの金属の溶接材料
を揃えており，今後も積極的に優れた溶接ワイヤの開発
を継続し，自動車産業に貢献していく所存である。
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